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常勤監査役　×　×　

第○期　内部統制監査実施結果

日本監査役協会作成の内部統制システムの監査の実施基準に沿って監査した。

内部統制システムに関する取締役の職務の執行は全体として、適正と判断するが、個別の項目については課題もあり、監査の結果の概要と要望事項等を下記にて取りまとめた。

1． 法令等遵守体制　　

取締役等は会社経営において、法令等遵守やそのための体制整備が必要不可欠であるとの認識をもっており、このための基本方針や規程等は整備されている。また、内部統制も機能しており、良好と判断する。

＜要望事項等＞

　(1)コンプライアンス教育の定期的な実施

(2)法務リスクへの対応力強化

２．損失危険（リスク）管理体制

３ヵ月に１回リスク管理委員会を開催し、リスクへの対応状況の確認、新たなリスクの発生の有無、リスク管理表の定期的更新等を実施してきた。

年度末に脆弱性診断を実施し、指摘事項についてはすべて対策を行った。

＜要望事項、課題＞

(1)情報セキュリティは最も重要度の高いリスクであり、今後も手を抜くことなく　　管理体制を強化していく必要がある。

３．情報保存管理体制　

　　法定備置書類等保存状況は良好。

　　議事録等については、PDFでも保存され、必要により閲覧できる。

＜要望事項等＞

　　　社内規程の必要に応じた見直し、会社の重要な書類・資料等の管理や開示区分等については、継続的な努力が必要なので、手を抜くことなくお願いしたい。

４．効率性確保体制

　　　効率性確保体制の重要なテーマとして、経営戦略の策定、経営資源の配分、組織の構築、業績管理体制の整備等があげられている。

　　　こうしたなかで、過度の効率性追求により会社の健全性が損なわれることはなかった。

　　また、重要な意思決定は、職務権限規程に基づき決裁されていた。

　　

５．財務報告内部統制　

　　　四半期ごと及び期末の監査により、計算書類が適正であることを確認した。

　　また、財務部門の体制や専門性の確保、期間損益計算の適正性への配慮等についても良好であった。

　　

内部監査部門の監査の結果も有効とされた。
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